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期
限
後
裏
書
と
手
形
抗
弁

1 

支
払
拒
絶
証
書
作
成
後
ま
た
は
支
払
拒
絶
証
書
作
成
期
間
経
過
後
に

な
さ
れ
た
裏
書
(
期
限
後
裏
書
)
は
、
指
名
債
権
譲
渡
の
効
力
を
有
す
る
に

(

1

)

 

す
ぎ
な
い
(
手
形
法
二

O
条
一
項
、
小
切
手
法
二
四
条
一
項
〉
。
し
た
が
っ

て
、
期
限
後
裏
書
の
被
裏
書
人
は
裏
書
人
が
有
す
る
以
上
の
権
利
を
取
得
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
期
限
後
裏
書
に
は
人
的
抗
弁
切
断
の
保
護
が
認
め
ら
れ

〈

2
)

な
い
。
被
裏
書
人
は
善
意
・
悪
意
を
間
わ
ず
、
裏
書
人
の
権
利
に
付
着
し
た

ハ
4
〉

蔵
庇
を
当
然
に
承
継
す
る
。
債
務
者
は
、
期
限
後
裏
書
の
裏
書
人
に
対
抗
し

〈

5
〉

う
る
す
べ
て
の
抗
弁
を
、
被
裏
書
人
に
対
抗
し
う
る
。
そ
れ
故
、
手
形
債
務

者
が
期
限
後
裏
書
が
な
さ
れ
る
以
前
に
、
す
で
に
裏
書
人
に
対
抗
し
う
る
抗

弁
を
有
し
て
い
れ
ば
、
こ
れ
を
被
裏
書
人
に
主
張
し
う
る
こ
と
に
問
題
は
な

ハ
6
V

く
、
学
説
・
判
例
に
異
論
を
見
な
い
。
し
か
し
、
期
限
後
裏
書
が
な
さ
れ
た

林

立身

後
に
抗
弁
事
由
が
生
ず
る
に
い
た
っ
た
場
合
、
債
務
者
は
こ
れ
を
被
裏
書
人

(
7
)
 

に
主
張
し
う
る
の
か
。

従
来
、
学
説
・
判
例
で
は
こ
の
点
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
か
に
み
え
る

が
、
期
限
後
裏
書
後
に
原
因
債
権
に
つ
き
時
効
期
間
が
満
了
し
た
と
い
う
事

案
に
つ
き
、
注
目
す
べ
き
判
示
を
な
し
た
判
決
が
あ
る
。
大
阪
地
裁
昭
和
五

円

8
〉

O
年
一

O
月
一
三
日
判
決
で
あ
る
。

2 

事
案
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Y
が
A
会
社
に
約
束
手
形

を
振
り
出
し
、

A
は
こ
の
手
形
を
取
立
委
任
の
た
め

B
銀
行
に
裏
書
し
、

B

銀
行
は
満
期
日
に
支
払
呈
示
し
た
が
支
払
を
拒
絶
さ
れ
た
。

A
は
B
銀
行
よ

り
手
形
を
受
戻
し
、
期
限
後
裏
書
に
よ
り
こ
れ
を
X
に
譲
渡
し
た
。

X
の
請

求
に
対
し
、

Y
は、

A
が
Y
に
有
す
る
原
因
債
権
が
時
効
消
滅
し
た
(
民
法

北法31(3-4・II.421)1807 
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一
七
三
条
一
号
)
|
|
時
効
期
間
が
、
期
限
後
裏
書
後
に
満
了
し
た

l
!こ

と
を
理
由
に

A
の
手
形
金
請
求
を
拒
み
う
る
、
し
た
が
っ
て
、

A
よ
り
期
限

後
裏
書
に
よ
り
手
形
を
取
得
し
た
X
に
対
し
、
時
効
の
抗
弁
を
対
抗
し
う
る

と
主
張
し
た
。

大
阪
地
裁
は
、

ω「
Y
は
A
〔
会
社
〕
に
対
し
同
社
の

Y
に
対
す
る
本
件
各

手
形
に
関
す
る
原
因
関
係
上
の
債
権
が
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
こ
と
に
よ

〈

9

)

)

り
右
各
手
形
金
の
支
払
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、
伐
「
期

限
後
裏
金
百
は
裏
書
当
時
既
に
発
生
し
て
い
る
手
形
債
務
者
の
裏
書
人
に
対
す

る
抗
弁
事
実
に
つ
き
被
裏
書
人
の
善
意
悪
意
を
関
わ
ず
同
人
に
対
抗
で
き
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
裏
書
後
に
発
生
し
た
裏
書
人
に
対
す
る
事
由
に
つ
い

て
被
裏
書
人
に
対
し
主
張
で
き
る
と
い
う
も
の
で
な
い
」
と
し
、
本
件
事
案

に
お
い
て
抗
弁
が
発
生
し
た
の
は
期
限
後
裏
書
後
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
は

原
因
債
権
の
時
効
消
滅
を
も
っ
て
被
裏
書
人
に
対
抗
し
え
な
い
と
判
示
し

た。
こ
の
判
決
は
、
従
来
学
説
・
判
例
上
か
な
ら
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
か

っ
た
、
期
限
後
裏
書
の
効
力
と
抗
弁
と
の
関
係
に
言
及
し
た
注
目
す
べ
き
判

決
で
あ
る
。
事
案
の
特
徴
は
、
債
務
者
が
主
張
す
る
抗
弁
が
、
原
因
債
権
の

時
効
消
滅
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
時
効
期
間
が
期
限
後
裏
書
後
に
満
了
し
た

と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

ハ日〉

こ
の
判
決
に
は
、
す
で
に
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
で

は
、
未
熟
な
試
論
で
あ
る
が
、
本
判
決
が
期
限
後
裏
書
後
に
生
じ
た
裏
書
人

に
対
す
る
抗
弁
事
由
を
被
裏
書
人
に
主
張
し
え
な
い
と
す
る
点
に
賛
成
す
べ

き
で
あ
る
が
、
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
は
手
形
債
権
の
履
行
請
求
を
拒
み
う

る
抗
弁
と
な
る
と
す
る
立
場
を
前
提
と
す
る
限
り
、
本
判
決
と
同
一
の
結
論

に
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
判
決
と
同
一
の
結
論

を
導
く
に
は
、
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
の
抗
弁
の
性
質
如
何
と
い
う
問
題
の

再
検
討
の
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
以
上
の
点
を
明
ら
か
に
し
た

巴

L
V

期
限
後
裏
書
後
に
発
生
し
た
、
債
務
者
の
裏
書
人
に
対
す
る
抗
弁
事

由
が
被
裏
書
人
に
対
抗
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
点
が
争
わ
れ
た
例
は
多
く
は

(
日
)

な
く
、
期
限
後
裏
書
の
効
力
と
抗
弁
と
の
関
連
が
争
点
と
な
っ
た
ほ
と
ん
ど

3 
の
事
例
は
、
期
限
後
裏
書
前
に
す
で
に
抗
弁
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
も
の

(ロ)

で
あ
る
か
に
み
え
る
。

期
限
後
宮
訳
書
後
に
成
立
し
た
抗
弁
を
、
債
務
者
が
被
裏
書
人
に
主
張
し
う

る
と
さ
れ
る
根
拠
は
何
か
。
期
限
後
裏
書
に
お
い
て
、
被
裏
書
人
は
裏
書
人

の
権
利
に
付
着
し
た
回
収
庇
を
当
然
に
承
継
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
が

裏
書
人
に
対
し
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
を
主
張
で
き
る
以
上
、
こ
れ
を
被
裏

門

uv

書
人
に
主
張
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
よ
う
。
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し
か
し
、

「
裏
書
人
の
権
利
に
付
斎
し
た
寝
庇
」
と
は
、
す
で
に
回
収
疲
が

裏
書
前
に
発
生
し
た
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
期
限
後
裏
書
後
に
抗
弁
事
由
が
発
生
し
た
場
合
、
期
限
後
裏
量
一
回
の
時
点

で
は
権
利
に
猿
疲
は
付
着
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
被
裏

書
人
は
裏
書
に
よ
り
回
収
庇
の
な
い
権
利
を
取
得
す
る
。
期
限
後
裏
書
後
に
生

じ
た
抗
弁
を
主
張
し
う
る
と
す
れ
ば
、
前
掲
大
阪
地
裁
判
決
が
指
摘
す
る
と

「
裏
書
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
利
者
と
な
っ
た
手
形
債
権

者
に
お
い
て
そ
の
後
に
発
生
し
、
し
か
も
全
く
自
ら
関
知
し
な
い
原
因
債
権

の
消
滅
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
を
喪
失
さ
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
不
当
な
結

お
り
、

果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
手
形
債
務
者
は
、
期
限
後
裏
書
後
に
発
生
し

た
、
裏
書
人
に
有
す
る
抗
弁
を
被
裏
書
人
に
対
抗
し
え
な
い
と
解
す
べ
き
で

(
M
V
(
叩
M
V
A
一日〉

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
期
限
後
裏
書
前
に
、
取
消
ま
た
は
解
除
原
因
が
す
で
に
存
在
し

期限後裏書と手形抗弁

て
い
る
場
合
、
取
消
権
ま
た
は
解
除
権
の
行
使
を
制
限
す
る
規
定
が
な
い
限

ハロ一
v

り
、
債
務
者
は
取
消
ま
た
は
解
除
の
意
思
表
示
を
な
し
う
る
。
取
消
及
ぴ
解

除
は
遡
及
効
を
有
す
る
(
民
法
一
一
二
条
、
五
四
五
条
)
。
し
た
が
っ
て
、

期
限
後
裏
書
前
に
取
消
ま
た
は
解
除
原
因
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
、
手
形

を
取
得
し
た
被
官
罰
金
国
人
は
、
取
消
ま
た
は
解
除
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
れ

ば
、
手
形
債
権
ま
た
は
原
因
債
権
が
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
手
形
を
期

限
後
裏
書
に
よ
っ
て
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
期
限
後
裏
書
に
は
抗
弁
切
断

の
保
護
は
認
め
ら
れ
な
い
。
被
裏
書
人
は
、
債
務
者
か
ら
抗
弁
の
対
抗
を
う

(
問
〉

け
ざ
る
を
え
な
い
。

本
判
決
は
、
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
を
も
っ
て
手
形
債
務
者
は
直
接
の
当

事
者
に
対
抗
し
う
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
原
因
債
権
の
時
効
消

滅
の
効
力
は
「
起
算
日
」
に
さ
か
の
ぼ
る
(
民
法
一
四
四
条
)
。
起
算
日
以

後
に
手
形
を
期
限
後
裏
書
に
よ
っ
て
取
得
し
た
者
は
、
取
消
ま
た
は
解
除
の

場
合
と
同
じ
く
、
時
効
期
間
の
満
了
の
結
果
、
す
で
に
原
因
債
権
が
時
効
消

滅
し
た
手
形
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
向
じ
く
抗
弁
(
原
因
債
権
消
滅
の

抗
弁
)
の
対
抗
を
う
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
原
因
債
権
の
遡
及

〈四〉

的
消
滅
の
点
で
、
時
効
は
取
消
・
解
除
と
共
通
し
て
い
る
。
以
上
の
と
お
り

と
す
れ
ば
、
期
限
後
裏
垂
直
後
に
生
じ
た
抗
弁
事
由
を
被
裏
書
人
に
対
抗
し
え

な
い
と
解
し
て
も
、
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
を
も
っ
て
債
務
者
は
抗
弁
と
な

し
う
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
前
掲
判
決
と
同
一
の
結
論
に
い
た
る
こ
と

は
困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

4 

〈
別
)

し
か
し
、
我
国
の
学
説
・
判
例
と
異
な
り
、
ド
イ
ツ
で
は
、
債
務
者

は
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
を
も
っ
て
原
因
関
係
よ
の
当
事
者
の
手
形
に
も
と

づ
く
請
求
を
拒
み
う
る
抗
弁
と
は
な
し
え
な
い
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ

(幻〕る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
原
因
債
権
に
つ
き
時
効
期
間
が
満
了
し
て
も
、
直

北法31(3-4・II.423) 1809 
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援
の
当
事
者
間
で
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
は
抗
弁
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
期
限
後
裏
書
の
被
裏
書
人
に
対
抗
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
え
よ
う
。

ド
イ
ツ
の
学
説
の
根
拠
は
、
次
の
二
つ
の
点
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

ωド
イ
ツ
で
は
、
原
因
関
係
消
滅
の
抗
弁
は
、
抽
象
的
手
形
債
権
を
不
当
に

(

幻

)

利
得
し
た
と
い
う
抗
弁
と
構
成
さ
れ
て
い
る
(
師
四
∞
H

N

F

∞N
H

切
の
切
)
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
前
提
と
す
れ
ば
、
債
務
者
は
同
時
履
行
の
抗
弁
(
即

(

お

〉

(

川

出

〉

ω
N
C
回
の
切
〉
、
履
行
拒
絶
権
の
抗
弁
(
叩
N
a
切
の
回
〉
を
主
張
し
て
手
形

に
も
と
づ
く
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

ωド
イ
ツ
法
で
は
、
消
滅
時

効
に
か
か
る
の
は
「
請
求
権
」
で
あ
り
、
時
効
に
よ
り
債
務
者
は
給
付
を
拒

ハ
お
)

絶
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(

m

m

H

2
・N
N
N
H

切
の
回
)
。

し
た
が
っ
て
、
原
因
債
権
に
つ
き
時
効
が
完
成
し
て
も
、
原
因
債
権
に
つ
き

同
時
履
行
の
抗
弁
が
存
在
す
る
場
合
と
同
じ
く
、
債
務
者
は
債
務
を
負
担
し

て
い
る
の
で
、
手
形
債
権
を
不
当
に
利
得
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
債
務
者

は
、
手
形
債
権
の
時
効
完
成
前
に
、
原
因
債
権
が
時
効
消
滅
し
た
こ
と
を
主

(
m
m
〉

張
し
て
、
手
形
金
請
求
を
拒
み
え
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
法
と
同
一
の
解
釈
を
、
我
国
で
と
る
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
か
。

〈
幻
》

原
因
関
係
に
も
と
づ
く
抗
弁
の
法
律
的
性
質
如
何
の
問
題
は
別
と
し
て
、

我
が
民
法
は
、
ド
イ
ツ
民
法
と
異
な
り
、
時
効
に
よ
り
「
債
権
」
が
消
滅
す

〈
間
的
)

る
と
定
め
て
お
り
(
民
法
一
六
六
条
以
下
〉
、
こ
の
点
を
と
ら
え
て
原
因
債

権
の
時
効
消
滅
は
抽
象
的
手
形
債
務
負
担
の
「
法
律
上
の
原
因
」

〈
お
)

O
コ
一
条
)
の
消
滅
を
も
た
ら
す
と
い
う
指
摘
が
あ
り
え
よ
う
。

し
か
し
、
原
因
債
務
に
つ
き
弁
済
、
相
殺
が
な
さ
れ
た
場
合
と
同
様
に
、

消
滅
時
効
の
完
成
が
「
法
律
上
の
原
因
」
の
欠
歓
を
も
た
ら
す
と
解
す
べ
き

〔

初

〉

で
あ
ろ
う
か
、
手
形
債
権
者
は
手
形
債
権
を
不
当
に
利
得
し
た
と
い
え
る
で

(
幻
)

あ
ろ
う
か
。

(
民
法
七

問
題
は
、
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
と
「
法
律
上
の
原
因
」
と
の
間
遠
で
あ

る
。
し
か
し
、
債
権
が
時
効
消
滅
し
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
弁
済
し
た
債
務
者

ハ

沼

〉

ハ
m
品〉

は
返
還
請
求
を
な
し
え
な
い
と
解
す
る
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
る
。
し
か

も
、
自
働
債
権
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
た
と
い
相
手
方
が
援

用
し
で
も
、
な
お
こ
れ
を
相
殺
の
用
に
供
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
民

法
五

O
八
条
〉
。
民
法
は
時
効
に
よ
り
「
債
権
」
が
消
滅
す
る
と
定
め
て
い

る
も
の
の
、

「
債
権
」
の
時
効
消
滅
は
「
法
律
上
の
原
因
」
の
欠
歓
を
も
た

ら
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
も
解
し
う
る
の
で
は
な
い

ハ
但
〉
、‘。
カ

以
上
の
解
釈
を
前
提
に
す
れ
ば
、
期
限
後
裏
書
後
に
原
因
債
務
に
つ
き
時

効
期
聞
が
満
了
し
て
も
、
こ
れ
を
被
裏
書
人
に
対
抗
で
き
な
い
と
い
う
|
妥
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当
な

l
結
論
に
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
以
上
の
問
題
の
解
決
に
は
、
原
因
関
係
の
抗
弁
の
法
律
的
性
質

お
よ
び
消
滅
時
効
の
効
果
如
何
と
い
う
困
難
な
問
題
の
充
分
な
検
討
が
要
求

さ
れ
る
o

本
稿
は
、
期
限
後
裏
書
後
の
原
因
債
権
の
時
効
消
滅
と
い
う
特
殊

な
事
案
を
手
掛
り
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
き
考
察
を
試
み
た
「
党
書
」
に

す
ぎ
な
い
。

期限後裏書と手形抗弁

ハ
1
〉
期
限
後
裏
書
は
指
名
債
権
譲
渡
の
効
力
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い

が
、
「
裏
書
」
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
期
限

後
裏
書
に
つ
い
て
指
名
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
を
そ
な
え
る
必
要
は
な

い
と
解
さ
れ
る
。
佐
藤
「
手
形
・
小
切
手
の
譲
渡
」
手
形
法
・
小
切
手

法
講
座
3
三
一
一
貝
、
鈴
木
・
手
形
法
・
小
切
手
法
二
六
五
頁
、
札
幌
高
判

昭
和
三
二
年
三
月
六
日
高
裁
民
集
一

O
巻
二
号
一

O
九
頁
、

vgσr

巧
REo--ロロ品
ω円宮口
r
B
n
F
H
・
3
8・
ω・
由
旧
日
-
〉
ロ
ロ
H・H
-

参
照
。

(

2

)

大
判
明
治
三
五
年
一
二
月
一
六
日
民
録
八
輯
九
六
頁
。

(

3

)

大
判
大
正
一
二
年
二
月
一
六
日
民
集
二
巻
八
三
頁
。

(
4
〉
大
判
明
治
四
一
年
五
月
一
一
六
日
民
録
一
四
輯
六

O
七
頁
、
大
判
大

正
八
年
二
月
一
五
日
民
録
二
五
輯
八
二
頁
、
大
判
昭
和
七
年
四
月
五
日

裁
判
例
会
ハ
)
民
九
五
頁
。

(

5

)

大
隅
H

河
本
・
注
釈
手
形
法
・
小
切
手
法
二
四
二
頁
、
竹
田
・
手

形
法
・
小
切
手
法
一
二

O
頁
、
伊
沢
・
手
形
法
・
小
切
手
法
四
一
四
頁

参
照
。

(
6〉

な
お
、
手
形
債
務
者
は
、
期
限
後
裏
書
に
よ
っ
て
手
形
を
取
得
し

た
中
間
者
に
有
す
る
抗
弁
を
手
形
所
持
人
に
対
抗
し
う
る
、
山
尾
・
新

手
形
法
論
二
六
二
貝
、
』
曲
目

ozu
白
血
。
・
・

ω・
由
民
参
照
。

学
説
で
は
、
期
限
後
裏
書
の
場
合
に
は
、
裏
書
人
に
対
す
る
抗
弁
を

当
然
被
裏
書
人
に
対
抗
し
う
る
が
、
手
形
を
受
戻
さ
な
い
で
支
払
っ
て

も
、
被
裏
書
人
に
は
対
抗
し
え
な
い
と
解
す
る
説
が
あ
る
が
(
鈴
木
・

前
掲
書
二
八
六
頁
注
ハ
一
六
)
、
大
塚
(
市
〉
「
満
期
と
呈
示
期
間
」
手

形
法
・
小
切
手
法
講
座
4
九
七
頁
、
前
回
・
商
事
判
例
研
究
昭
和
二
八

年
度
八
事
件
四
四
頁
〉
、
こ
れ
は
期
限
後
裏
書
が
な
さ
れ
る
前
に
す
で

に
生
じ
た
支
払
済
の
抗
弁
と
手
形
の
受
戻
証
券
性
と
の
関
連
を
問
題
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

(

7

)

な
お
、
手
形
債
務
者
が
期
限
後
世
封
書
の
裏
書
人
に
対
し
、
相
殺
適

状
に
あ
る
反
対
債
権
を
有
し
て
い
た
場
合
、
債
務
者
が
裏
書
前
に
相
殺

の
意
思
表
示
を
し
て
い
な
く
て
も
、
こ
れ
を
被
裏
書
人
に
対
抗
し
う

る
、
大
判
明
治
三
八
年
五
月
一
三
日
民
録
-
一
一
瞬
七
二

O
頁
、
大
判
大

正
八
年
二
月
一
五
日
民
録
二
五
韓
八
二
頁
、
大
隅
日
河
本
・
前
掲
書
二

四
二
f

貝。

(

8

)

判
例
時
報
八
二
六
号
九
四
頁
。

(

9

)

原
因
債
権
が
時
効
消
滅
し
て
も
、
手
形
債
権
は
消
滅
し
な
い
が
、

こ
の
事
実
は
当
事
者
間
の
抗
弁
事
由
に
な
る
と
解
す
る
の
が
通
説
・
判

例
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
こ
れ
を
当
然
の
前
提
と
す
る
。

(
山
川
)
大
隅
H
河
本
・
前
掲
書
二
四
二
頁
。

(

U

)

な
お
、
大
判
大
正
一
二
年
二
月
一
六
日
民
集
二
巻
七
七
頁
、
福
岡

官
同
判
昭
和
三
六
年
九
月
二
八
日
金
融
法
務
二
八
九
号
四
頁
参
照
。
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研究ノート

ハ
ロ
〉
期
限
後
裏
書
の
被
裏
書
人
に
対
す
る
抗
弁
の
対
抗
を
認
め
た
例
の

多
く
は
、
哀
害
前
に
す
で
に
抗
弁
事
由
が
存
在
し
て
い
た
場
合
で
あ

る
、
注
(

2

)

、
(

3

)

、
(

4

)

引
用
の
判
決
の
他
、
最
高
一
判
昭
和
四

O

年
一
二
月
-
二
日
民
集
一
九
巻
九
号
二
一
ニ

O
O頁
、
最
高
判
昭
和
四
五

年
三
月
二
七
日
判
例
時
報
五
九

O
号
七
三
頁
等
参
照
。

(
日
)
前
掲
大
阪
地
判
に
対
す
る
判
例
時
報
の
コ
メ
ン
ト
参
照
。

(

U

)

指
名
債
権
譲
渡
の
場
合
に
、
債
務
者
は
譲
渡
の
通
知
前
に
譲
渡
人

に
対
し
て
生
じ
た
事
由
を
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
法

四
六
八
条
二
項
〉
。
こ
れ
は
、
債
務
者
が
関
与
し
て
い
な
い
債
権
者
と

第
三
者
と
の
聞
の
債
権
譲
渡
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
利
益
が
害
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
す
る
基
本
的
な
理
念
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
(
梅
・

民
法
要
義
(
巻
之
三
〉
一
一
一
一
一
頁
、
開
5
2
8
2印
宮
町
S
S
F
ω
n
E
5・

円
。
口
定
忌
宮
・
叩

3
・同
-
M

参
照
)
。
し
た
が
っ
て
、
譲
渡
の
通
知
前
に

抗
弁
事
由
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
債
務
者
が
こ
れ
を
主
張
し

う
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
知
後
に
生
じ
た
抗
弁
事
由
を
主

張
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
と
「
債
権
譲
渡
」
と
は
直
接
の
関
連
は
な

い
。
債
権
譲
渡
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
抗
弁
事
由
が
存
在
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
大
判
昭
和
二
年
四
月
二
三
日
法
律
新
聞
二
七
-

二
号
二
立
頁
、
大
判
昭
和
九
年
一
一
月
一
日
法
学
四
巻
四
八
八
頁
、
東

京
地
判
昭
和
四
三
年
一
一
月
二
九
日
金
融
法
務
五
三
六
号
二
四
頁
参

照
。
以
上
は
、
指
名
債
権
譲
、
渡
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
期
限
後
裏
書

に
も
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。

(
お
)
ド
イ
ツ
で
は
、
手
形
債
務
者
は
期
限
後
裏
書
の
被
裏
書
人
に
対

し
、
裏
書
の
際
に
裏
書
人
に
有
し
て
い
た
す
べ
て
の
抗
弁
を
主
張
し

う
る
と
解
さ
れ
て
い
る
、
富
島

g-2・
巧
o
n
z
o町
民
F
F
S
U
N
-
m
H
∞-

EB-ロ
U
C
5
8
0
5竿
と
g
a
r
y
d『
叩
口
宮
町
]
明
白
刊
誌
・

5
2
・
叩
N
P

EE-
回一

ω
H
E
N
-
t司
2
z
-
m開師四円
N・

Z-E2・
m
M
0
・
〉

5
・
E-u

∞2
5
5
n
v
'回目同
2
B
o
z
-
4〈宮町田開】ぬ町田骨骨
N
g
H
H
ι
ω
n
r
R
r
m
o曲目
F

ロ
・
〉
居
間
】
・
四
M
0
・
同
記
ロ
・
仏
参
照
。

(
日
出
)
し
た
が
っ
て
、
期
限
後
裏
書
後
に
債
務
者
と
裏
書
人
と
の
聞
で
生

じ
た
抗
弁
事
由
、
た
と
え
ば
弁
済
、
更
改
、
免
除
、
猶
予
、
特
別
の
合

意
等
の
抗
弁
事
由
は
被
裏
書
人
に
対
抗
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
相
殺
の
抗
弁
に
つ
い
て
は
注
ハ
凶
)
参
照
。

(
灯
〉
こ
れ
ら
の
場
合
に
、
抗
弁
の
原
因
が
期
限
後
裏
書
が
な
さ
れ
る
以

前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
は
期
限
後
装
警

に
よ
っ
て
形
成
権
の
行
使
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
以
上
の
点
は
、
指
名
債
権
譲
渡
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
ろ

う
、
注
釈
民
法

ω債
権

ω三
九
五
頁
以
下
、

H
W
S
R口
R
5
4向
上
回

V
自

g
p

担・白・

0
・w
m
吋
mv
・
回
-
N
・
・
司
釘
ロ
ロ
}
肉
、
切
e-m2・ロロ}回目的。冊印
mwC『zny"
同・

ロ
g
ι
F
Zと
な
叩

EHPω
・
印
活
参
照
。

(
刊
日
)
以
上
の
点
で
は
、
相
殺
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
期
限
後
裏
書
が
な
さ

れ
た
場
合
に
、
手
形
債
務
者
の
な
し
た
相
殺
が
有
効
で
あ
れ
ば
、
手
形

債
権
は
裏
書
前
に
消
滅
し
、
被
裏
書
人
は
権
利
を
取
得
し
な
い
と
し

た
、
大
判
昭
和
八
年
四
月
七
日
法
学
ニ
巻
一
三
五
九
頁
参
照
。

ハ
mv
大
隅
日
河
本
・
前
掲
書
二
四
二
頁
は
、
前
掲
大
阪
地
裁
判
決
に
次

の
よ
う
な
批
判
を
な
し
て
い
る
。
「
売
買
契
約
の
手
付
と
し
て
振
り
出
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期限後裏書と手形抗弁

さ
れ
た
予
形
を
期
限
後
に
譲
り
受
け
た
者
は
、
譲
受
後
に
振
出
の
原
因

関
係
た
る
売
買
契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
に
は
抗
弁
の
対
抗
を
受
け
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
判
例
に
は
賛
成
で
き
な
い
」
。

(
m
己
最
高
判
昭
和
四
二
年
一
一
月
二
ハ
日
判
例
時
報
五
二

O
号
五
頁
、

最
高
判
昭
和
四
三
年
一
二
月
一
二
日
判
例
時
報
五
四
五
号
七
人
頁
、
名

古
屋
地
判
昭
和
四
七
年
九
月
一
六
日
判
例
時
報
六
八
九
号

)
O八
頁
、

竹
田
・
前
掲
書
四
六
頁
、
服
部
・
手
形
・
小
切
手
法
ハ
改
訂
版
)
一
二

七
頁
、
同
・
ジ
z

リ
ス
ト
六
三
-
号
一
三
七
頁
、
大
隅
日
河
本
・
前
掲

謹
一
九

O
頁
、
並
木
・
金
融
商
事
判
例
二
ハ
一
号
ニ
頁
以
下
参
照
。

(引

c
v
g
Z
は
、
原
因
債
務
そ
の
も
の
に
の
み
存
ず
る
原
因
に
よ
り
原

因
債
務
の
効
力
を
奪
う
抗
弁
も
手
形
債
権
に
対
抗
さ
れ
ず
、
原
因
債
権

の
み
の
時
効
消
滅
は
手
形
債
権
を
筈
し
な
い
と
す
る

o
v
g
F
P由
。
・

ω
-
N
8・
同
趣
旨
の
学
説
と
し
て
、
笠
宮
『
目
∞
吉
S
F
穴
O
S
E
E
S『
N

口百

三
R
E
m
-
m冊
目
立
N

・
Z-
〉
ロ
コ
ム
ロ
・
〉
ロ
g
-
g
2
E
念

-hgロド白・

州

w
・
c・-叩
H

吋
・
〉
ロ
B-
念
仏
U

回自信
S
F匝口
F
Z町内
2
5冊目
M
F
内F
同

'
O
J
抑

4
0
・

〉ロ
5
・
r
z
z
m
n
r
E
n
g
R
F
H
N
2宮
島
町
円
当
2
q由司
5
3・
ロ
・
〉
ロ
ロ
・

叩
N0・
H
-
H
'

向
山
田
E
円由同
f

U

F
町
田
町
印
口
FH位口町ロロ
mAWロ
門
戸
由
同
開
F
ロ門町内凶昂ロ

仏
四
曲
者
。
口
宮
町
】
白
n
E
5
5
3
5
2・
ω・
日
∞
参
照
。

な
お
、
我
国
の
学
説
と
し
て
は
、
木
内
「
手
形
の
原
因
関
係
と
手
形

抗
弁
(
本
論
一
)
」
法
学
新
報
入

O
巻
一
二
号
一
一
一
員
以
下
、
一
八
頁
注

(
幻
〉
、
ハ
鴎
〉
、
向
・
手
形
法
小
切
手
法
二
九
一
一
員
、
大
塚
(
龍
〉
・

民
商
法
雑
誌
七
九
巻
六
号
六
二
頁
以
下
が
あ
る
。
本
稿
は
、
木
内
・
大

塚
両
教
授
の
説
に
注
釈
を
く
わ
え
た
に
す
ま
な
い
。

(
位
)
回
E
B
σ
伊

nHH・2
0向
R
g
o
r
-
-
P
由・

0
・・
m
ミ
・
列
島
ロ
-

A

山
プ
同
区
onrs

。白ロ
R
u
-
-
P
O
-
-
臨

N0・
H
・
H-
担
、
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は

γ
邑

-R

者

2
Z刊
-
s
E
P
E民
CHeza・
5
S・
ω・
邸
内
『
・
参
照
。

〈
幻
)
同
時
履
行
の
抗
弁
は
抽
象
的
手
形
債
権
に
対
抗
さ
れ
な
い
と
し
た

判
決
で
あ
る
、

O
F
C
河

8
8
n
r
s
z
-
H
0・
M
M
U
O
F
C開
N∞
-
h
g
h
F
C

回柑
m
g
s
s・
g
-
E
u
巧
豆
H申叶
0・
5
a
参
照
。
な
お
、
我
国
で
は

こ
れ
に
反
対
す
る
の
が
通
説
で
あ
ろ
う
。
大
隅
日
河
本
・
前
掲
書
一
九

二
頁
、
東
京
高
判
昭
和
三
一
九
年
九
月
コ
一

O
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
-
六
八
号

一
六
二
頁
参
照
。

(
引
日
)
手
形
債
務
者
が
原
因
債
権
に
つ
き
履
行
拒
絶
権
を
有
す
る
に
す
ま

な
い
場
合
に
は
、
不
当
利
得
の
抗
弁
は
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
と
し
た
判

決
で
あ
る
、
。
問
、
。
。
z
g
g
a
g
s
-
ロ
・
広

U
Z』巧
M
U
吋
0・
2
叶
参

照
(
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
批
判
的
評
釈
が
あ
る
。
同
町
E
n
z
-

U
E
S
0・
H
ω
S
U
E
-
-
2・
0
切

H
3
0・
5
芯
ゐ
S
H
R
-
Z
J司

5
2・

8
匂

LPH】}
P
U回
忌
a
-
H由
回
参
照
U
o

な
お
そ
の
後
、
こ
の
判
決
に
反

対
の
趣
旨
の
切
の
出
の
判
、
決
が
で
た
、
切
の
出
広
三
・
ロ

-MT
切
の
出
U

円勾・

8
0戸
参
照
。
切
C
E
は
、
原
因
債
権
に
つ
き
向
時
履
行
の
抗
弁
、
履
行

拒
絶
権
の
抗
弁
が
存
在
す
る
場
合
、
債
務
者
は
許
さ
れ
な
い
権
別
行
伎

の
抗
弁
を
主
張
し
う
る
と
解
し
た
。
こ
れ
に
賛
成
す
る
の
が
学
説
で
あ

る
、
回
向
MMHMMVhw円
}Ma出叩同町
Hgm}MY
却・白・
o
s
m
ミ
・
同
州
島
国
-
m
y
m
o
E己
含
-

N
C
E
m
p
d司
R
G白
1
2
2
E
L
M
-
〉
E
2
・
ω・
H
C
T
z
g
n
F
Pロ吉田-

phW・
O
・-即

N0・
ア
ゲ
ザ
参
照
。

(
出
)
ド
イ
ツ
、
法
で
は
、
請
求
権
に
つ
ぎ
抵
当
権
、
質
権
な
ど
の
担
保
が
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設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
請
求
権
が
時
効
に
か
か
っ
て
も
、
担
保
は
消

滅
せ
ず
、
債
権
者
は
こ
れ
か
ら
弁
済
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
(
叩
M
M
ω

切
の
回
)
。

(
刊
山
)
問
題
旨
の
判
決
で
あ
る
、
。
F
O
O
u
z
o
-合同町

ga-∞-
h
u
a
若
宮

s
a・
5
5
参
照
。
こ
の
判
決
は
、
手
形
が
原
因
債
権
の
た
め
の
担
保

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
原
因
債
権
に
つ
き
時
効
が
完
成
し
た
場
合
、
原

因
債
権
は
経
済
的
に
み
て
手
形
債
権
に
お
い
て
存
在
し
つ
づ
け
る
と
い

う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

〈
幻
)
上
柳
「
手
形
の
無
因
性
に
つ
い
て
の
党
書
」
企
業
法
の
研
究
(
大

隅
古
稀
記
念
〉
一
ニ
一
一
二
頁
以
下
、
木
内
「
手
形
の
原
因
関
係
と
手
形
抗

弁
」
法
学
新
報
八

O
巻
一
二
号
一
一
貝
以
下
、
八
一
巻
四
号
一

O
五
頁
以

下
参
照
。

(
刊
山
〉
近
藤
(
光
)
・
法
学
協
会
雑
誌
九
六
巻
九
号
二
二
六
頁
、
谷
川
・

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
八
号
一
四
二
頁
以
下
参
照
。

(
却
)
こ
の
指
摘
を
前
提
と
す
れ
ば
、
債
権
者
は
、
原
因
債
権
に
つ
き
時

効
が
完
成
す
れ
ば
、
手
形
を
債
務
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
ろ
う
、
並
木
・
前
掲
評
釈
三
頁
参
照
。

(
m
山
)
木
内
・
前
掲
論
文
一
二
頁
、
大
塚
ハ
龍
〉
・
前
掲
評
釈
七
四
頁
。

(
況
)
手
形
債
権
が
存
続
す
る
限
り
、
原
因
債
権
の
時
効
を
問
題
と
し
な

い
と
い
う
の
が
、
手
形
を
授
受
し
た
当
事
者
の
通
常
の
意
思
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
、
木
内
・
前
掲
論
文
一
二
頁
、
大
塚
(
龍
〉
・
前
掲
評
釈
七

回
頁
参
照
。

(
切
叫
)
最
高
判
昭
和
四
一
年
四
月
二

O
日
民
集
二

O
巻
四
号
七

O
二
頁
。

(
お
)
我
妻
・
債
権
各
論
(
下
巻
一
)
一
一
二
二
頁
、
松
坂
・
事
務
管

理
・
不
当
利
得
〔
新
版
〕
一
七
八
頁
、
谷
口
・
不
当
利
得
の
研
究
一
一

一
頁
以
下
参
照
。

〈
引
さ
時
効
に
か
か
る
の
は
「
請
求
権
〈
〉
口
町
宵
ロ
nrと
で
あ
る
と
解
す

る
説
(
川
島
・
民
法
総
則
四
三
二
頁
、
同
・
民
法

I
五
五
頁
以
下
)
、
消

滅
時
効
の
抗
弁
の
出
さ
れ
た
債
務
も
自
然
債
務
と
し
て
存
続
す
る
と
解

す
る
説
(
石
田
(
喜
)
・
注
釈
民
法

ω債
権

ω六
一
四
頁
以
下
)
に
よ

れ
ば
、
消
滅
時
効
に
よ
り
「
法
律
上
の
原
因
」
の
欠
依
が
生
じ
な
い
こ

と
は
理
論
上
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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